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イシハラ 株式会社
〒440-0083 愛知県豊橋市下地町字柳目28番地
代表取締役社長 石原 教行

南陽吉久 株式会社
〒933-0003 富山県高岡市能町750
代表取締役社長 中村 正治

株式会社 山西
〒460-0012 愛知県名古屋市中区千代田二丁目1番13号
代表取締役社長 西垣 洋一

株式会社 タカカツ建材
〒989-6255 宮城県大崎市古川休塚字新西田38-1
代表取締役社長 髙橋 勝典

本号
紙面

4社の個性を活かし、INYは地域に貢献できる企業体を目指しています。
地域ビルダー様に有益なサービスの提供

● 木材住設建材共同仕入
● 資材販売の情報・ノウハウの交換
● 住宅生産技術の各社交流・開発
● SWOT（構造・窓・外壁トータル工事）サポート
● 社員研修、採用、育成、社員の相互派遣、研修
● 各種保険・保証
● I・N・Y通信、ホームページを提案・提供
● 人材育成・派遣
● 5S環境整備
● 新規お得意様開拓
● 他、経営全般

イシハラ

南陽吉久

山 西

タカカツ
建材

5面 業績向上のための「理念と経営」

特集 「歴史的建造物の保護」

7面 古典から学ぶ「人生と経営」

木材・建材市況情報「トコトン探求心」 メーカー技術レポート
「ピックアップ」 新情報・新技術ニュース

2面
3面
4面

8面6面

「HOT NEWS」

特集 「高齢化の現状と住まい」

2020年11月
株式会社アイ・エヌ・ワイ
代表取締役社長 中村  正治

深秋の候　皆様におかれましては益々ご隆昌のこととお喜び申し上げます。
日頃より格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。

『変化はコントロールできない。出来るのは、変化の先頭に立つことだけである。』

経営学者のドラッカー博士の有名な言葉です。
変化に対し人が無理に捻じ曲げたり動かしたり、コントロールできるものではないが、
その流れを読み、先頭に立って変化の流れを作り出すことはできるという意味。

新型コロナウィルスで世の中は大きく変わりました。
この大きな現象を変えることはできませんが、人々の暮らし方の変化を読み、流れを推測し、
先頭に立つよう努力することが重要と思います。

INYグループは、新しい生活様式に向け、新たな価値創造に努めて参ります。

今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。
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HOT NEWS

建
設
業
の
人
材
確
保・育
成
に
向
け
た
取
組
に
重
点

令
和
3
年
度
予
算
概
算
要
求
の
概
要

　
国
土
交
通
省
お
よ
び
厚
生
労
働
省
は
10
月
6
日
、建
設
業
の
人
材
確
保・育
成
に
多
角
的
に
取
り
組
む
た
め
、令
和
3
年
度
予
算
概
算
要
求
の
概
要
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、技
能
者
の
約
3
分
の
1
が
55
歳
以
上
と
な
っ
て
お
り
、他
産
業
と
比
べ
て
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
建
設
業
に
お
い
て
、引
き
続
き「
地
域
の
守
り
手
」と
し
て
役
割
を
果
た

し
て
い
け
る
よ
う
、若
者
や
女
性
の
人
材
確
保
と
人
材
育
成
に
重
点
を
置
き
、両
省
で
連
携
し
て
取
組
を
す
す
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
概
算
要
求
の
内
訳
は
、「
建
設
産
業
の
働
き
方
改
革
の
実
現
」に
1
億
9
8
0
0
万
円
。「
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
」に
4
0
0
0
万
円
。「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
活
用
」に
1
億
9
7
0
0
万
円
。「
デ
ジ
タ
ル・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
推
進
」に
8
億
6
0
0
万
円
。「
建
設
事
業
主
等
に
対
す
る
助
成
金
に
よ
る
支
援
」に
57
億

2
0
0
0
万
円
。「
地
域
建
設
産
業
の
生
産
性
向
上
お
よ
び
持
続
性
の
確
保
」に
1
4
0
0
万
円
。「
中
小
建
設
事
業
主
等
へ
の
支
援
」に
5
億
7
0
0
0
万
円
。「
建
設
分
野
に
お
け
る
ハ

ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
職
業
訓
練
）の
実
施
」に
１
億
2
0
0
0
万
円
。「
建
設
職
人
の
安
全・健
康
の
確
保
の
推
進
」に
1
7
0
0
万
円
。「
中
小
専
門
工
事
業
者
の
安
全
衛
生
活
動
支
援
事
業

の
実
施
」に
9
6
0
0
万
円
。「
雇
用
管
理
責
任
者
等
に
対
す
る
研
修
の
実
施
」に
1
億
円
。「「
つ
な
ぐ
」化
事
業
の
実
施
」に
3
0
0
0
万
円
。「
建
設
業
に
お
け
る
堕
落・転
落
災
害
等
防
止

対
策
推
進
事
業
」に
9
3
0
0
万
円
。

　

内
閣
府
は
10
月
8
日
、令
和
2
年
9
月
の
景
気

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
を
発
表
し
た
。

　

9
月
の
現
状
判
断
D
I（
季
節
調
整
値
）は
、前
月
よ

り
5
・
4
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
49
・
3
と
な
り
、5
ヶ
月
連
続

で
回
復
。先
行
き
判
断
D
I（
季
節
調
整
値
）も
、前
月
か

ら
5
・９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
48
・
3
と
な
り
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
前
の
水
準
ま
で
回
復
し

た
。　

報
告
書
の
基
調
判
断
も「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
厳
し
さ
は
残
る
も
の
の
、持
ち
直

し
て
い
る
。先
行
き
に
つ
い
て
は
、感
染
症
の
動
向
を
懸

念
し
つ
つ
も
、持
ち
直
し
が
続
く
と
み
て
い
る
。」と
ま
と

め
ら
れ
、景
気
は
改
善
傾
向
に
あ
る
と
の
判
断
を
示
す

内
容
と
な
っ
た
。

　

現
状
判
断
D
I
の
詳
細
を
見
て
み
る
と
、家
計
消
費

の
動
向
は
、住
宅
関
連
が
52
・
5（
前
月
差
10
・
2
増
）、

令
和
2
年
9
月
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
「
地
域
づ
く
り
表
彰
」

国
交
大
臣
賞
決
定

内
閣
府

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省・厚
生
労
働
省

小
売
関
連
が
47
・
6（
前
月
差
1
・
0
増
）、飲
食
関
連

が
55
・
0（
前
月
差
18
・
1
増
）、サ
ー
ビ
ス
関
連
が
54
・

2（
前
月
差
8
・
7
増
）。企
業
業
績
の
動
向
は
、製
造

業
が
49
・
5（
前
月
差
８・
4
増
）、非
製
造
業
が
45
・
3

（
前
月
差
4
・
4
増
）。と
く
に
飲
食
関
連
の
景
況
回
復

が
大
き
く
、政
府
主
導
の
景
気
対
策
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
で
基
準
値
を
超
え

た
業
種
は「
住
宅
関
連
」「
飲
食
関
連
」「
サ
ー
ビ
ス
関

連
」の
3
つ
に
増
え
た
。

　
景
気
先
行
き
判
断
D
I
の
詳
細
は
、家
計
消
費
の
動

向
で
は
、住
宅
関
連
が
42
・
5（
前
月
差
4
・
4
増
）、小

売
関
連
が
47
・
6（
前
月
差
4
・
5
増
）、飲
食
関
連
が

50
・
6（
前
月
差
10
・
6
増
）、サ
ー
ビ
ス
関
連
が
50
・
9

（
前
月
差
7
・
8
増
）と
な
り
、住
宅
関
連
の
先
行
き
判

断
が
伸
び
悩
ん
だ
。

　

国
土
交
通
省
は
10
月
8
日
、地
域
の
街
づ
く
り
の
優
良

事
例
を
表
彰
す
る「
第
37
回
地
域
づ
く
り
表
彰
」を
発
表

し
た
。今
回
、全
国
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
41
件
の
中
か
ら
、

各
賞
の
受
賞
8
事
例
を
決
定
し
た
。

　
今
回
は
従
来
の
募
集
に
相
当
す
る「
地
域
づ
く
り
部
門
」

に
加
え
、複
数
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
集
約
・
維
持
な
ど

を
図
る
取
組
み
を
対
象
と
し
た「
小
さ
な
拠
点
部
門
」を
新

設
し
た
。8
事
例
の
中
か
ら
、最
優
秀
賞
に
相
当
す
る「
国

土
交
通
大
臣
賞
」は
、地
域
づ
く
り
部
門
が「
R
E
N
E
W

実
行
委
員
会（
福
井
県
鯖
江
市
）」、小
さ
な
拠
点
部
門
が

「
那
須
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社（
栃
木
県
那
須
町
）」が
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
た
。な
お
、表
彰
状
の
授
与
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
鑑
み
、感
染
リ
ス
ク
の
少
な
い
形

で
個
別
に
各
地
域
等
で
行
わ
れ
る
。



特
集

高
齢
化
の
現
状
と
住
ま
い
　
令
和
２
年
度 

高
齢
社
会
白
書
よ
り

　
高
齢
社
会
白
書
は
、高
齢
化
の
状
況
や
政
府
対
策
の
実
施
状

況
を
政
府
が
ま
と
め
、国
会
に
提
出
し
て
い
る
年
次
報
告
書
で
、

令
和
2
年
度
版
が
7
月
31
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
公
表
さ
れ
た
。
　
65
歳
以
上
の
者
の
い
る
主
世
帯
に
つ
い
て
、住
宅
所
有
の

状
況
を
見
る
と
、持
ち
家
が
82
・
1
％
と
最
も
多
い
。し
か

し
、単
身
主
世
帯
と
な
る
と
持
ち
家
の
割
合
は
66
・
2
％
と

低
く
な
り
、借
家（
公
営・公
社
、民
営
借
家
お
よ
び
給
与
住

宅
）の
占
め
る
割
合
が
33・5
％
と
高
く
な
っ
た
。

　
65
歳
以
上
の
人
の
近
所
の
人
と
の
つ
き
あ
い
程
度
は
、特

に
男
性
で
同
居
人
の
有
無
に
よ
っ
て
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度

に
大
き
な
違
い
が
出
る
傾
向
に
あ
る
。単
身
世
帯
で
は「
あ
い

さ
つ
す
る
程
度
」が
半
数
を
占
め
る
の
に
比
べ
、三
世
代
同
居

世
帯
で
は
35・4
％「
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
」と
な
っ
た
。

　

我
が
国
の
総
人
口
は
、令
和
元
年
10
月
1
日
現
在
、1
億

2
6
1
7
万
人
。う
ち
65
歳
以
上
人
口
は
3
5
8
9
万
人
で
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合（
高
齢
化
率
）は
28
・
4
％
と
な
っ
た
。

65
歳
以
上
人
口
を
男
女
別
に
見
る
と
、男
性
は
1
5
6
0
万

人
、女
性
は
2
0
2
9
万
人
で
、男
女
比
は
約
3
対
4
と
な
っ

て
い
る
。一
方
15
〜
64
歳
人
口
は
、平
成
7（
1
9
9
5
）年
に

8
7
1
6
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
あ
と
減
少
に
転
じ
、令
和

元
年
に
は
7
5
0
7
万
人
と
、総
人
口
の
59・5
％
と
な
っ
た
。

　

平
成
29
年
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表

し
た「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」に
お
け
る
出
生
中
位・死
亡
中

位
推
計
結
果
に
基
づ
い
た
将
来
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、我
が

国
の
総
人
口
は
、令
和
11（
2
0
2
9
）年
に
1
億
2
0
0
0

万
人
を
下
回
り
、そ
の
後
も
減
少
を
続
け
る
中
、65
歳
以
上
人

口
は
増
加
、令
和
18（
2
0
3
6
）年
に
は
3
人
に
1
人
が
高
齢

者
と
な
る
。そ
の
後
、令
和
24（
2
0
4
2
）年
に
は
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
減
少
に
転
じ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、引
き
続
き
総

人
口
が
減
少
す
る
た
め
高
齢
化
率
は
上
昇
を
続
け
、令
和
47

（
2
0
6
5
）年
に
は
国
民
の
2
・
6
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
、

3・9
人
に
1
人
が
75
歳
以
上
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
者
は
男
女
と
も
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、昭
和
55（
1
9
8
0
）年
に
は
男
性
約
19
万
人
、女
性

約
69
万
人
、65
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
割
合
は
男
性
4
・

3
％
、女
性
11・2
％
で
あ
っ
た
が
、平
成
27（
2
0
1
5
）年
に

は
男
性
約
1
9
2
万
人
、女
性
約
4
0
0
万
人
、同
割
合
は
男

性
13・3
％
、女
性
21・1
％
と
な
っ
た
。
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高
齢
化
の
現
状
と
将
来
像

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
者
が
増
加
傾
向

住
ま
い
の
現
状
と
生
活
環
境

住居の状況

近所の人とのつきあいの程度

16.7

27.1

24.6

35.4 24.6 30.8 9.2

25.9 43.0 6.1

28.6 40.0 4.1

17.6 52.0 13.7 0.0

0.3

0.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

単身世帯（n=102）男性

夫婦のみ世帯（n=395）

二世代世帯（子と同居）（n=228）

三世代世帯（子・孫と同居）（n=65）

34.6

30.3

32.7

36.9 28.5 30.0 4.6

30.2 32.4 4.3

38.1 28.6 3.1

28.4 29.0 8.0 0.0

0.0

0.4

0.0

単身世帯（n=162）女性

資料 ： 内閣府「高齢者の住宅と生活環境に関する調査」（平成30年）　（注）調査対象は全国60歳以上の男女

夫婦のみ世帯（n=360）

二世代世帯（子と同居）（n=278）

三世代世帯（子・孫と同居）（n=130）

親しくつきあっている あいさつをする程度 わからないつきあいはほとんどないあいさつ以外にも多少のつきあいがある

61.2

82.1

持ち家

66.2

87.4

88.9 3.7 7.0

5.5 6.9

11.6 21.7

6.5 11.1
0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3

0.1

0.1

主世帯総数

資料 ： 総務省統計局「住宅・土地統計調査」（平成30年）
（注）  主世帯とは、住居と生計を共にしている家族や一戸を構えた単身者の内、同居世帯（1つの住居に2世帯以上居住している世帯のうち、
  家の持ち主や借り主でない世帯）以外の世帯を指す。

うち　65歳以上の
者のいる主世帯

65歳以上の
単身主世帯

65歳以上の者のいる
夫婦のみの主世帯

65歳以上の者のいる
その他の主世帯

0 20 40 60 80 100（％）

5.0 28.5 2.1 3.3

65
歳
以
上
の
者
の
い
る
主
世
帯
の
う
ち

民営借家 給与住宅 不詳公営・都市再生機構（UR）・公社の借家



木
に
託
す

　
　
野
鳥
シ
リ
ー
ズ
⑨
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特
集

木
を
通
し
て
　

  

　
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

木
を
通
し
て
　

  

　
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

歴
史
的
建
造
物
の
保
護

　
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
、芸
術
上
、学
術
上
価
値
の

高
い
有
形
の
文
化
的
所
産
を
総
称
し
て「
有
形
文
化
財
」

と
い
う
。こ
の
う
ち
、重
要
な
も
の
を「
重
要
文
化
財
」、さ

ら
に
そ
の
中
で
世
界
文
化
の
見
地
か
ら
特
に
価
値
の
高

い
も
の
が「
国
宝
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
。令
和
2
年
10
月

1
日
現
在
、文
化
庁
が
指
定
す
る
重
要
文
化
財
は

2
5
0
9（
5
1
2
2
棟
）そ
の
内 
国
宝
が
2
2
7

（
2
9
0
棟
）で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
重
要
文
化
財
建
造
物
の
価
値
を
長
く
維
持

し
、後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、日
常
管
理
に
加

え
、適
切
な
時
期
に
様
々
な
保
存
・
修
理
を
行
う
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、そ
の
際
に
必
要
と
な
る
の
は
、

先
人
の
匠
た
ち
に
よ
っ
て
培
わ
れ
、長
き
に
渡
り
受
け
継

が
れ
て
き
た
多
く
の
伝
統
的
技
術
で
あ
る
。文
化
庁
で

は
、日
常
管
理
や
保
存
修
理
に
対
す
る
国
庫
補
助
制
度

や
、保
存
修
理
技
術
を
継
承
す
る
た
め
の「
選
定
保
存
技

術
制
度
」を
設
け
、文
化
財
建
造
物
保
護
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。ま
た
、日
本
の
文
化
財
建
造
物
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、木
や
紙
で
で
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、火
災
に
よ

る
焼
損
を
防
ぐ
防
災
設
備

の
設
置
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、耐
震
、倒
木
や
崖
崩

れ
に
よ
る
破
損
防
止
の
た

め
の
環
境
保
全
事
業
等
も

進
め
て
い
る
。

　
文
化
財
保
存
修
理
の
際
に
は
伝
統
技
術
同
様
、建
造

物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
同
種
・
同
等
の
修
理
資
材
の
確
保

が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。文
化
庁
で
は
こ
の
う
ち
山
野
か

ら
供
給
さ
れ
る
木
材
、檜
皮
、漆
等
の
植
物
性
資
材
の
供

給
林
及
び
研
修
林
と
な
る「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」の

（撮影者：鈴木芳和）

ここは小さな南の島、鳥獣保護員の案内で島を巡る。
本土では滅多に見られない鳥達の楽園でした。 8～10月が最も多い時期だと言う。
その後、長い距離を飛び南方へ 又、北方へと渡って行く。 「生きる」 「子孫を残す」 為に・・・。

温
故
知
新

先
人
の
知
恵
に
学
ぶ

懐
炉

　
江
戸
時
代
の
冬
は
、現
在
よ
り
気
温
が
低
く
、小
氷
期
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。浮
世
絵
に
も
雪
景
色
の
街
が
描
か
れ

て
お
り
、隅
田
川
も
度
々
凍
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。囲
炉

裏
を
作
り
部
屋
全
体
を
温
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、江
戸
の

街
は
火
事
の
危
険
性
が
高
く
、火
鉢
や
炬
燵
、行
火
や
湯
婆

と
い
っ
た
部
分
暖
房
で
寒
さ
を
し
の
ぐ
の
が
一
般
的
で
し
た
。

　
小
型
で
持
ち
歩
き
に
便
利
な「
懐
炉
」も
当
時
活
躍
し
た

暖
房
器
具
の
ひ
と
つ
で
す
。江
戸
時
代
以
前
に
は「
温
石（
お

ん
じ
ゃ
く
）」と
い
う
、石
を
暖
め
、布
で
く
る
ん
で
懐
に
入

れ
る
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、元
禄
期
ご
ろ
に
、懐
炉
灰
と
い

う
木
炭
末
に
保
温
力
の
強
い
ナ
ス
の
茎
や
桐
な
ど
の
灰
を

混
ぜ
た
も
の
を
通
気
孔
の
開
い
た
金
属
容
器
に
密
閉
し
て

燃
焼
さ
せ
る「
懐
炉
」が
誕
生
し
ま
し
た
。現
在
で
は
よ
り

安
全
な「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」が
主
流
で
す
が
、灰
式
の
懐
炉

は
熱
反
応
時
に
水
を
生
成
し
な
い
た
め
、結
露
を
嫌
う
現

場
作
業
に
適
し
て
お
り
、現
在
で
も
好
ん
で
使
用
す
る
人
も

い
る
よ
う
で
す
。

設
定
、資
材
採
取
等
の
研

修
、普
及
啓
発
事
業
を
行

う「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
」

を
実
施
し
、安
定
的
な
資

材
の
確
保
と
、こ
れ
ら
の

資
材
に
関
す
る
技
能
者
の

育
成
に
注
力
し
て
い
る
。

　
我
が
国
の
文
化
財
建
築
物
の
保
護
は
、明
治
30

（
1
8
9
6
）年
の「
古
社
寺
保
存
法
」に
よ
る
寺
社
建
築

の
指
定
が
始
ま
り
で
あ
る
。昭
和
4
年（
1
9
2
9
）年

に
は
、「
国
宝
保
存
法
」が
制
定
さ
れ
城
郭
や
霊
廟
も
対

象
と
し
て
広
げ
ら
れ
た
が
、昭
和
24（
1
9
4
9
）年
に

発
生
し
た
法
隆
寺
金
堂
の
火
災
で
、法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
損
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、建
築
だ
け
で
な
く
総

合
的
な
文
化
財
保
護
を
目
的
と
し
て
、翌
年「
文
化
財
保

護
法
」が
制
定
さ
れ
た
。

　
古
社
寺
保
存
法
に
始
ま
っ
た
保
護
の
対
象
は
時
代
の

変
遷
や
学
術
的
調
査
研
究
の
進
展
に
伴
っ
て
拡
大
さ
れ
、

民
家
、洋
風
建
築
、近
代
化
遺
産
の
指
定
へ
と
広
が
っ
て

き
た
が
、近
年
文
化
財
を
支
え
る
地
域
社
会
の
衰
退
が

問
題
と
な
っ
て
い
た
。こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、平
成
31

（
2
0
1
9
）年
に
、改
正「
文
化
財
保
護
法
」が
施
行
さ

れ
、保
存
に
重
点
を
置
い
て
き
た
従
来
の
方
針
か
ら
積
極

的
に
活
用
し
な
が
ら
保
存
し
て
い
く
方
向
へ
と
舵
取
り
が

な
さ
れ
た
。文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
を
活
性
化
、収
益
を
保
存
修
復
に
充
て
る
好
循

環
を
生
み
だ
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。文
化
財
保
護
法

制
定
か
ら
今
年
で
70
年
、保
護
と
活
用
の
均
衡
を
保
ち

貴
重
な
国
民
的
財
産
を
よ
り
良
い
形
で
次
世
代
に
継
承

す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

国宝 安国寺経蔵（岐阜県）

檜皮葺屋根
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業
績
向
上
の
た
め
の

「
理
念
と
経
営
」

　
良
い
会
社
は
ビ
ジ
ョ
ン
、目
標
が
明
確
で
す
。会
社

の
ビ
ジ
ョ
ン
、目
指
す
べ
き
目
標
が
明
確
な
の
で
、働

い
て
い
る
人
々
は
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
仕
事

を
行
い
ま
す
。努
力
す
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
存
在
は
、会
社
や
職
場
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
力
を
も
た
ら
し
ま
す
。ま
た
、働
く
人
々
の
人
生

に
、意
味
や
意
義
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

第
３
章
で
も
３
人
の
石
工
の
話
を
紹
介
し
ま
し

た
。大
き
な
石
を
運
ん
で
い
る
３
人
の
石
工
に「
何
を

し
て
い
る
の
か
？
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、３
番
目
の
石

工
か
ら
は
、「
豊
か
な
町
に
す
る
た
め
に
城
を
築
い
て

い
る
ん
だ
よ
」と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
と
い
う
話

で
す
。こ
の
石
工
は
、豊
か
な
町
を
作
り
た
い
、そ
こ
で

多
く
の
人
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。自
分
た
ち
が
築
い
た
城
を
中
心

に
、町
に
住
む
人
た
ち
が
、幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
姿

が
、あ
り
あ
り
と
脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。そ
れ
が
石
工
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。そ
し
て
、城
を
築

く
と
い
う
こ
と
が
、ビ
ジ
ョ
ン
実
現
ま
で
の
途
中
の
段

階
で
あ
り
、目
標
な
の
で
す
。

　

全
く
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、目

指
し
て
い
る
も
の
が
異
な
る
こ
と
で
、仕
事
へ
の
取
り

組
み
姿
勢
や
、達
成
度
、充
実
感
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。仕
事
を
す
る
こ
と
の
意
味
や
意
義
が
大
き
く
変

わ
る
の
で
す
。

会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
知
ろ
う

2020年11月発行　第81号　（5）

木
に
託
す

　
　
野
鳥
シ
リ
ー
ズ
⑨

2020年11月発行　第81号　（4） I・N・Y住まいの情報ネットワーク

特
集

木
を
通
し
て
　

  

　
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

木
を
通
し
て
　

  

　
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る○78
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去
る
八
月
二
十
八
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
な
ら
び
に
取
締
役
会
に
お
き
ま
し

て
弊
社
役
員
と
し
て
左
記
の
と
お
り
選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
陣
容
を
も
ち
ま
し
て
社
業
の
発
展
に
一
層
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社  

ア
イ・エ
ヌ・ワ
イ

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　中
村 

正
治

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
副
社
長

代
表
取
締
役
副
社
長

代
表
取
締
役
副
社
長

取
締
役
会
長

専
務
取
締
役

相

談

役

相

談

役

中
村 

正
治

石
原 

教
行

髙
橋 

勝
典

西
垣 

昭
宏

西
垣 

洋
一

橋
本
　
　
勉

髙
橋 

勝
行

石
原 

成
哲

（
留
任
）

（
留
任
）

（
留
任
）

（
留
任
）

（
留
任
）

（
留
任
）

（
留
任
）

（
留
任
）

監

査

役

監

査

役

監

査

役

監

査

役

顧

問

堤
　
　
稔
晃

堀
井 

孝
明

田
中
兵
太
郎

佐
々
木 

慎
一

石
黒 

満
（
留
任
）

（
留
任
）

（
新
任
）

（
留
任
）

（
新
任
）

新
情
報

株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン

　
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン
は
9
月
25
日
よ
り
、従
来
の
抗
菌
機

能
に
抗
ウ
イ
ル
ス
性
を
付
与
し
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
2
種
類「
コ
ン

ビ
ッ
ト
グ
ラ
ー
ド
プ
ラ
ス
Ⓡ
1
5
2・1
0
1
」「
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

オ
ー
ク
柾
目
仕
様
」の
販
売
を
開
始
し
た
。衛
生
面
へ
の
関
心
が

高
ま
る
昨
今
、住
宅
に
お
い
て
も
抗
ウ
イ
ル
ス・
抗
菌
製
品
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。と
く
に
空
気
中
を
漂
っ
た
ウ
イ
ル
ス

は
、最
終
的
に
床
に
落
ち
付
着
す
る
た
め
、床
材
製
品
に
お
い
て

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。「
コ
ン
ビ
ッ
ト
グ
ラ
ー
ド
プ
ラ
ス

Ⓡ
1
5
2・1
0
1
」は
木
が
も
つ
本
来
の
美
し
さ
と
優
し
い
手

触
り
、足
触
り
を
最
大
限
に
活
か
す
銘
木
中
厚
単
板（
0
・

5
m
m
厚
）を
採
用
。「
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
オ
ー
ク
柾
目
仕
様
」は
、

オ
ー
ク
表
面
単
板
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
施
し
木
目
を
引
き
立
て

て
お
り
、木
本
来
の
質
感
や
触
感
が
楽
し
め
る
。

抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
の

　
　
　
　
　
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
新
発
売

城
東
テ
ク
ノ
株
式
会
社

　
城
東
テ
ク
ノ
株
式
会
社
は
、外
装
部
材
ブ
ラ
ン
ド
のGAISO

か
ら「
防
虫
網（
ロ
ー
ル
タ
イ
プ
）」の
販
売
を
9
月
7
日
よ
り

開
始
し
た
。幅
は
1
0
0
㎜・1
4
0
㎜・2
0
0
㎜
の
3
種
類
。

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
製
の
た
め
現
場
で
自
由
に
加
工
が

可
能
。ハ
サ
ミ
で
カ
ッ
ト
で
き
、タ
ッ
カ
ー
で
留
め
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。防
虫
対
策
が
難
し
い
勾
配
屋
根
と
の
取
り
合
い
な

ど
で
も
、巻
き
込
む
だ
け
で
、手
間
な
く
防
虫
対
策
が
可
能
。ま

た
壁
体
内
通
気
層
の
幅
が
安
定
し
な
い
外
壁
リ
フ
ォ
ー
ム
現

場
で
も
隙
間
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、防
虫
対
策
が
で
き
る
。

防
虫
網（
ロ
ー
ル
タ
イ
プ
）新
発
売

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
は

9
月
9
日
よ
り
、先
進
の
性
能
と
空
間
の
美
し
さ
を
追
求
し
た

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン「
L
ク
ラ
ス
」の
新
プ
ラ
ン「Idobata

ス
タ

イ
ル（
い
ど
ば
た
ス
タ
イ
ル
）」の
提
案
を
開
始
し
た
。ふ
た
り
で

適
度
な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
作
業
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、向
か

い
合
っ
て
料
理
や
洗
い
物
が
で
き
る
設
計
。使
い
方
の
幅
が
広

が
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、家
事
を
趣
味
と
し
て
楽
し
む

意
識
の
高
ま
り
の
中
、夫
婦
や
親
子
で
の
料
理
や
片
付
け
を
想

定
し
た
機
能
を
充
実
さ
せ
た
の
が
特
長
。

L
ク
ラ
ス
の
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
新
プ
ラ
ン

「Idobata

ス
タ
イ
ル
」提
案
開
始
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永
大
産
業
株
式
会

美
し
い
銘
木
を
身
近
に
お
届
け
す
る「
銘
樹
」

　
「
銘
樹
」は
木
目
や
色
、光
沢
が
優
れ
た
樹
種
を
称
す
る

銘
木
か
ら
そ
の
名
を
と
り
ま
し
た
。選
り
す
ぐ
り
の
銘
木
に

日
々
を
快
適
に
す
る
様
々
な
機
能
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。そ

し
て
お
客
様
の
嗜
好
や
要
望
を
受
け
て
多
種
多
様
な
機

種
、デ
ザ
イ
ン
や
色
な
ど
の
充
実
を
大
幅
に
図
り
、品
質
に

も
一
層
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
リ
リ
ー
ス
致
し
ま
す
。

①
天
然
目
の
美
し
さ
を
引
き
出
す「
木
を
見
極
め
る
力
」

　

銘
樹
は
多
く
の
樹
種
の
中
か
ら
歴
史
や
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
ち
、独
自
の
木
目
の
表
情
や
美
し
さ
が
あ
る
銘
木
を

厳
選
。こ
れ
を
１
本
１
本
見
極
め
、天
然
木
な
ら
で
は
の

美
し
さ
、個
性
の
あ
る
表
情
を
引
き
出
す
木
取
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。　

②
ず
っ
と
使
い
続
け
る
か
ら
こ
そ
の「
銘
樹
品
質
」

　
住
ま
い
の
基
本
と
な
る
床
材
は
簡
単
に
張
り
替
え
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
使
い
続
け
て
い
く
そ
の
先
を

考
え
形
に
す
る
事
が
大
切
で
す
。Ｅ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
は
そ
の
時
代

に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
を
考
え
、何
十
年
も
使
い
続
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
開
発
か
ら
生
産
ま
で
に
至
る
一
貫
管

理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

③
仕
上
が
り
に
差
が
出
る
効
率
的
な
施
工
性

　
ど
ん
な
に
美
し
く
、品
質
の
高
い
も
の
で
も
お
客
様
の
手

が
届
く
も
の
で
な
け
れ
ば
、そ
の
価
値
は
評
価
さ
れ
ま
せ

ん
。銘
樹
は
施
工
性
に
も
配
慮
。施
工
に
手
間
が
か
か
り
、

コ
ス
ト
が
膨
ら
む
状
況
を
改
善
し
ま
し
た
。

　
ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
や
パ
ー
ケ
ッ
ト
は
１
ピ
ー
ス
ご
と
に
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
貼
り
上
げ
る
た
め
、手
間
と
精
度
が

必
票
で
し
た
。こ
の
職
人
技
を
必
要
と
す
る
施
工
を
よ
り

簡
単
に
行
え
る
よ
う
設
計
し
た
の
が
、「
銘
樹
ヘ
リ
ン
ボ
ー

ン
」と「
銘
樹
パ
ー
ケ
ッ
ト
」で
す
。施
工
時
間
を
大
幅
に
短

縮
、さ
ら
に
床
暖
房
に
も
対
応
。憧
れ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を

ぐ
っ
と
身
近
に
で
き
ま
す
。　



様
々
な
情
報
が
溢
れ
る
中
、瞬
時
に
判
断・決
断
を
迫
ら
れ
る
経
営
者
に
とって
、素
直
な
心
を
備
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。人
間
と
い
う
も
の
は
、と
も
す
れ
ば
大
胆
な
展
開
に
心
を
傾
け
、冒
険
主

義
に
走
り
か
ね
な
い一
面
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、状
況
を
冷
静
に
捉
え
、よ
り
的
確
な
経
営

判
断
を
下
す
に
は
、素
直
な
心
に
な
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
人
事
を
決
め
る
際
に
も
心
す
べ
き
で
、経
営
者・幹
部
は
、感
情
に
左
右
さ
れ
ず
、誰
が一
番
こ
の

仕
事
に
貢
献
し
て
く
れ
る
か
を
、念
頭
に
置
き
つ
つ
、素
直
な
心
で
謙
虚
に
決
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

松
下
は
、よ
く
、「
素
直
な
心
に
な
ら
ん
とい
か
ん
わ
な
あ
。素
直
な
心
に
な
る
こ
と
が
物
事
を
成
功
さ
せ
、

人
間
と
し
て
の
成
長
も
招
く
。素
直
な
心
は
、そ
う
い
う
非
常
に
大
事
な
心
や
な
あ
」と
話
し
て
い
た
。こ
こ

で
認
識
し
て
お
い
て
ほ
し
いの
は
、松
下
の
言
う
素
直
な
心
と
は
、人
の
言
う
こ
と
を
何
で
も
唯
々
諾
（々
いい

だ
く
だ
く
）と
肯
定
す
る
こ
と
で
も
、言
わ
れ
る
ま
ま
に
従
順
な
こ
と
で
も
な
いとい
う
こ
と
で
す
。

素
直
な
心
と
は
、力
強
く
積
極
的
な
心
、私
心
な
く
、く
も
り
の
な
い
心
、物
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る

こ
と
で
そ
の
実
像
を
つ
か
み
、真
実
を
見
極
め
て
、謙
虚
に
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
心
で
あ
る
。

　

松
下
は
、常
に
、「
正
し
さ
に
照
ら
し
て
素
直
で
あ
る
か
ど
う
か
」を
考
え
て
、物
事
を
判
断
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、そ
れ
は
、そ
う
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
かっ
た
。

　

様
々
な
体
験
や
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
知
識・知
恵
を
総
動
員
し
て
、何
が
正
し
く
て
何
が
間
違
って
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
捉
わ
れ
ず
、こ
だ
わ
ら
ず
、偏
ら
ず
、汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
素
直
な
心
だ
と
松
下
は
捉

え
て
い
た
た
め
、素
直
な
心
に
な
る
の
は
非
常
に
難
し
いと
考
え
て
い
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、「
囲
碁
や
将
棋
の
初
段
に
な
る
た
め
に
は
、一万
回
く
ら
い
対
局
し
な
いとい
け
な
いと
言
う
け
れ

ど
、同
様
に
、素
直
の
初
段
に
な
る
た
め
に
は
や
は
り
、一
万
回
は
、〝
自
分
は
ぜ
ひ
素
直
な
心
に
な
り
た
い
。

ど
う
か
素
直
な
心
に
な
り
ま
す
よ
う
に
〞と
心
か
ら
念
じ
な
い
と
い
け
な
い
」と
考
え
、毎
朝
、「
今
日
一日
、素

直
な
心
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」と
心
の
中
で
願
い
念
じ
て
い
た
。

　

松
下
は
、万
物
は
宇
宙
の
根
源
とい
う
も
の
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
と
考
え
た
。

　

す
る
と
、人
間
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、動
物
も
石
も
水
も
同
じ
親
か
ら
生
ま
れ
た
兄
弟
と
認
識
さ

れ
、ぞ
ん
ざ
いに
扱
う
こ
と
が
な
く
な
る
。

　

特
に
、「
人
間
同
士
」とい
う
観
点
で
素
直
に
相
手
を
と
ら
え
れ
ば
、ど
ち
ら
が
偉
く
て
ど
ち
ら
が
偉

く
な
い
と
か
、こ
ち
ら
が
優
れ
て
い
て
、あ
ち
ら
は
優
れ
て
い
な
い
気
持
ち
は
な
く
な
り
、互
い
を
認
め
合

う
謙
虚
な
心
持
ち
が
ご
く
自
然
に
湧
い
て
く
る
。

　

そ
う
す
る
と
、自
分
が
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら
嫌
だ
と
感
じ
、叩
か
れ
た
ら
痛
い
と
思
う
の
は
相
手

も
同
じ
だ
と
気
づ
く
。

　

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
も
生
ま
れ
て
く
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
素
直
に
考
え
、存
在
を
認
め
合
い
、謙
虚
な
心
に
な
る
こ
と
は
、極
め
て
重
要
か

つ
当
然
の
姿
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

さ
ら
に
、松
下
は
、素
直
な
心
に
な
れ
ば
人
を
許
す
気
持
ち
に
な
る
と
も
言
って
い
た
。

　

素
直
な
心
で
自
分
を
眺
め
れ
ば
、「
完
全
な
人
間
で
は
な
い
、完
璧
な
己
で
は
な
い
」と
気
づ
く
。

　

自
分
が
完
璧
で
な
い
な
ら
ば
、人
の
完
璧
で
な
い
と
こ
ろ
を
厳
し
く
追
及
し
糾
弾
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
か
とい
う
考
え
にい
た
る
。

　

も
ち
ろ
ん
非
人
間
的
な
行
為
は
許
さ
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
、そ
の
場
合
は
、違
っ
た
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、そ
こ
で
も
素
直
な
心
に
よ

る
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。あ
く
ま
で
も
、人
間
的
な
立
場
か
ら
見
て
、「
正
し
さ
と
は
何
か
」を
求
め
、

考
え
て
い
く
の
が
素
直
な
心
で
あ
る
。

　

松
下
は
、「
素
直
な
心
に
な
れ
ば
、し
て
いい
こ
と
、し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
区
別
が
つ
く
よ
う
に
な

る
。素
直
な
心
は
、お
互
い
を
強
く
正
し
く
聡
明
に
し
て
く
れ
る
心
や
な
」と
も
言
って
い
た
。

　

素
直
な
心
に
な
る
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
る
。自
己
観
照
や
日
々
の
反
省
、先
人
の
教
え
に
触
れ
、

又
自
然
と
親
し
み
大
自
然
の
働
き
に
学
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、ま
ず
は
素
直
な
心
に
な
り

た
い
と
強
く
謙
虚
に
願
い
念
ず
る
こ
と
で
あ
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
、お
の
ず
と
自
分
が
素
直
な
心
に
な

る
に
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
が
見
え
、そ
の
人
な
り
に
自
ら
を
戒
め
る
方
法
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　
〝
と
ら
わ
れ
ず
、こ
だ
わ
れ
ず
、偏
ら
ず
、〞と
い
う
の
は
、わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。だ
か
ら
、そ
う
簡
単
に
素
直
な
心
に
は
な
れ
な
い
が
、な
お
か
つ
素
直
な
心
に
な
ろ
う

と
日
々
心
掛
け
、繰
り
返
し
繰
り
返
し
願
い
、念
ず
る
こ
と
を
基
軸
に
置
い
て
、そ
う
す
る
こ
と
が
、

全
て
の
始
ま
り
と
な
る
。

　
国
土
交
通
省
は
10
月
8
日
、地
域
の
街
づ
く
り
の
優
良

事
例
を
表
彰
す
る「
第
37
回
地
域
づ
く
り
表
彰
」を
発
表

し
た
。今
回
、全
国
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
41
件
の
中
か
ら
、

各
賞
の
受
賞
8
事
例
を
決
定
し
た
。

　
今
回
は
従
来
の
募
集
に
相
当
す
る「
地
域
づ
く
り
部
門
」

に
加
え
、複
数
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
集
約
・
維
持
な
ど

を
図
る
取
組
み
を
対
象
と
し
た「
小
さ
な
拠
点
部
門
」を
新

設
し
た
。8
事
例
の
中
か
ら
、最
優
秀
賞
に
相
当
す
る「
国

土
交
通
大
臣
賞
」は
、地
域
づ
く
り
部
門
が「
R
E
N
E
W

実
行
委
員
会（
福
井
県
鯖
江
市
）」、小
さ
な
拠
点
部
門
が

「
那
須
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社（
栃
木
県
那
須
町
）」が
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
た
。な
お
、表
彰
状
の
授
与
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
鑑
み
、感
染
リ
ス
ク
の
少
な
い
形

で
個
別
に
各
地
域
等
で
行
わ
れ
る
。
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〝
と
ら
わ
れ
ず
、こ
だ
わ
ら
ず
、偏
ら
ず
〞の
心



世界の有用木材
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建材・住宅設備の
デジタルカタログ

サイト

　日本建材・住宅設備産業協会
が運営する電子カタログの閲覧
サイト「カタらボ」が、2009年の
開設以来、急発展している。現
在、加盟メーカーは30 1社
（2020年10月9日時点）で、閲
覧できるカタログは2,717冊28
万1,044ページに上る。
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日
本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
勢

い
が
や
や
弱
ま
る
中
、物
議
を
か
も
し
た「
Go 

To 

ト

ラ
ベ
ル
」の
東
京
追
加
や
、「
Go 

To 
イ
ー
ト
」な
ど
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
り
ま
し
た
。政
府
見
解
で
は
、個

人
レ
ベ
ル
で
十
分
な
対
策
を
行
え
ば
、感
染
の
リ
ス
ク
は

少
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
ア
メ
リ
カ
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
感
染
が
確

認
さ
れ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま

す
。ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、重
症
化
し
な
か
っ
た
た
め
早

期
に
退
院
し
て
自
主
隔
離
し
な
が
ら
公
務
を
続
け
て
い

ま
す
。重
症
化
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、「
コ
ロ
ナ
恐
れ
る
に
足
ら
ず
」の
よ
う
な
空
気
を

生
む
こ
と
が
心
配
で
す
。

　
建
設
業
界
の
中
で
も
一
時
の
よ
う
な
、営
業
自
粛
ム
ー

ド
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。各
社
と
も
緊
急
事
態
宣

言
時
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
か
の
ご
と
く
、順
調
に
受
注
、

着
工
が
進
み
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。リ
フ
ォ
ー
ム
も
生

活
中
の
空
間
に
他
人
が
入
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、一
時
的
に

止
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
ち
ら
も
動
き
出
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
商
売
の
ほ
う
は
少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
が
、コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
収
束
し
て
お
ら
ず
、

マ
ス
ク
と
消
毒
液
が
手
放
せ
な
い
日
常
は
続
い
て
い
ま
す
。

2020年
11月

〈順不同〉

協
賛
メ
ー
カ
ー

国
産
材

米
材

＊
木
材
価
格
は
高
止
ま
り
中

　
ア
メ
リ
カ
国
内
の
木
材
価
格
は
一
時
の
高
騰
の
勢
い
は

な
い
も
の
の
、高
値
圏
内
で
推
移
し
て
い
る
。根
本
的
に
、供

給
に
問
題
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。特
に
カ
ナ
ダ
産
地
の
状

況
は
悪
く
、虫
害
や
山
火
事
な
ど
で
傷
ん
だ
産
地
か
ら
の

出
材
増
加
は
困
難
で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
南
部
も
、ハ
リ
ケ
ー

ン
被
害
や
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
な
ど
で
増
産
は
思
う
に
任
せ

な
い
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
の
輸
入
が
増
え
る
こ
と
で
、

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
戻
る
と
思
わ
れ
る
が
、ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。

＊
外
材
か
ら
桧
へ
の
移
行
で
、一
部
値
戻
し
の
動
き

　
秋
需
に
入
り
例
年
だ
と
原
木
の
出
材
が
増
え
製
品
も
出

＊
ア
メ
リ
カ
向
け
に
製
材
生
産
を
振
り
向
け
た
い

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
は
、価
格
の
高
い
ア
メ
リ
カ
向
け
の
生
産

に
重
点
を
置
き
は
じ
め
て
い
る
。日
本
向
け
は
国
内
市
況
が

ま
だ
よ
く
な
い
が
、ア
メ
リ
カ
向
け
と
の
比
較
で
価
格
値
上

げ
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。木
材
も
世
界
中
つ
な
が
る
市
況

商
品
で
あ
る
が
故
の
宿
命
で
あ
る
。

＊
合
針
葉
樹
合
板
は
減
産
効
果
で
市
況
締
ま
る

　
針
葉
樹
合
板
は
減
産
を
続
け
て
い
る
が
、メ
ー
カ
ー
へ
の

引
合
い
は
増
え
て
い
る
。少
し
ず
つ
減
産
を
解
除
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、物
不
足
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
ラ
ワ
ン
合
板
は
入
荷
が
減
少
し
て
、在
庫
が
減
っ
て
い
る
。

中
に
は
欠
品
で
入
荷
待
ち
の
商
品
も
あ
る
。産
地
で
も
日
本

向
け
生
産
の
意
欲
は
低
く
、入
荷
の
少
な
い
状
況
は
続
き
そ

う
で
あ
る
。

欧
州
材

南
洋
材・合
板

I・N・Y住まいの情報ネットワーク

る
時
期
だ
が
今
年
は
伐
り
旬
に
入
っ
て
も
素
材
価
格
の
低

迷
、豪
雨
の
被
害
な
ど
か
ら
市
場
へ
の
出
材
が
例
年
ほ
ど
増

え
ず
販
売
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　
外
材
製
品
の
入
荷
減
に
よ
る
先
高
観
が
見
ら
れ
国
産
桧

に
移
行
す
る
動
き
が
出
て
お
り
製
品
の
入
荷
減
か
ら
外
材

か
ら
の
移
行
で一
部
の
製
品
で
は
値
戻
し
が
出
て
い
る
。

　
需
要
の
増
加
と
原
木
の
出
材
が
解
消
し
な
い
限
り
安
定

供
給
は
実
現
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。




